
【研究開発期間】 令和５年度から令和７年度まで
【受託者】 国⽴⼤学法⼈徳島⼤学（代表研究者）、国⽴⼤学法⼈⼤阪⼤学、国⽴⼤学法⼈東北⼤学

研究概要︓災害や事故などで、⻭の治療痕などから犠牲者の⾝元が判明することも多い。もし発災が懸
念されている南海トラフ⼤地震や⾸都直下型⼤地震などの⼤災害が起こった場合、家族の⼼労の軽減
や、早期の事態収拾と復旧・復興、感染症の発⽣予防などのために、⾝元確認、ご遺体引き渡し、⽕
葬・埋葬などが迅速に⾏われる必要がある。現在はほぼ⼿作業で⾏われているこの⾝元確認を正確かつ
迅速に⾏うため、AIやICTを活⽤したデジタル化と⻭科情報データ利活⽤システムの開発実装を⾏う。

データ利活⽤等のデジタル化の推進による社会課題・地域課題解決の
ための実証型研究開発（第２回）
⼤規模災害時の迅速な犠牲者⾝元確認を可能とするAI・⻭科情報利活⽤システムの
開発実装

課題233
採択番号23304


